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（会員は会費に含まれています。）

■
全
市
連
中
国
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

役
員
改
選
、
事
業
報
告
・
収
支
決
算
書
等
を

承
認全

市
連
中
国
支
部
（
支
部
長　

山
下
薫　

真

庭
木
材
市
売
（
株
）
社
長
は
、
４
月
８
日
、
岡

本
旅
館
会
議
室
（
岡
山
県
真
庭
市
）
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
中
国

地
区
の
会
員
等
合
計
約
20
名
が
出
席
し
た
。

開
会
に
当
た
り
山
下
支
部
長
は
、
全
員
の
参

集
で
開
催
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
、
岡
山
県
森

連
が
再
加
入
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
と
述

べ
、
各
地
域
の
木
材
業
界
の
情
勢
と
現
況
等
に

触
れ
な
が
ら
挨
拶
し
た
。

議
事
に
入
り
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
書
、
会
員
代
表
者
異
動
・
新
規
加

入
（
岡
山
県
森
連
）、
役
員
の
改
選
、
令
和
６

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。役

員
改
選
で
は
、
12
年
に
わ
た
り
中
国
支
部

長
を
務
め
た
山
下
薫
氏
が
退
任
し
、
岡
本
剛
氏

（（
株
）
岡
山
木
材
相
互
市
場
社
長
）
が
中
国
支

部
長
に
就
任
す
る
案
が
承
認
さ
れ
た
。

■
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
が

第
97
回
定
期
総
会
を
開
催

役
員
改
選
、
事
業
報
告
・
収
支
決
算
等
を
承

認
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
（
会
長　

樋
口
哲

也
（
株
）
大
洋
木
材
社
長
）
は
、
４
月
19
日
、

サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
（
総
社
市
）
に
お
い
て

第
97
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

出
席
者
は
約
30
名
、
連
盟
所
属
の
役
職
員
の

ほ
か
、
来
賓
と
し
て
四
国
森
林
管
理
局
宮
沢
一

正
森
林
整
備
部
長
、
森
昭
人
資
源
活
用
課
企
画

官
、
名
本
亮
介
香
川
森
林
管
理
事
務
所
長
、
香

川
県
環
境
森
林
部
渡
部
剛
森
林
・
林
業
政
策
課

課
長
補
佐
、
佐
々
木
千
紘
主
任
技
師
、
日
刊
木

材
新
聞
社
大
阪
支
社
末
岡
隆
文
氏
等
が
出
席

し
、当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務
が
出
席
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
同
収

支
決
算
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
同

収
支
予
算
（
案
）、
令
和
６
年
度
国
産
材
地
方

展
示
即
売
会
の
要
望
数
量
等
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
全
市
連
功
労
者
会
長
賞
候
補
者
の
推
薦

等
が
承
認
さ
れ
た
。

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
役
員
の
選
任
が

行
わ
れ
、
樋
口
哲
也
会
長
が
退
任
し
、
新
会
長

に
は
二
宮
政
文
氏
（
大
木
坑
木
（
有
）
宇
和
島

出
張
所
取
締
役
所
長
）
が
就
任
し
た
。

開
会
に
当
た
り
樋
口
会
長
は
、
最
近
の
経
済

情
勢
は
急
激
な
円
安
の
進
展
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、
海
運
流
通
の
遅
れ
、
物
流
２
０

２
４
年
問
題
等
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
先
が
読
み

に
く
く
な
っ
て
い
る
、
し
か
し
我
々
も
木
材
業

界
の
一
員
と
し
て
他
団
体
と
連
携
し
、
温
暖
化

問
題
や
木
材
需
要
拡
大
等
に
取
組
ん
で
ま
い
る

所
存
あ
る
の
で
ご
協
力
お
願
い
す
る
と
挨
拶
し

た
。
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
四
国
森
林
管

理
局
の
宮
沢
部
長
か
ら
御
挨
拶
が
あ
っ
た
。

情
勢
報
告
に
つ
い
て
は
、
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
重
点
取
組
事
項
と
し
て
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
の
推
進
、花
粉
症
発
生
源
対
策
、

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
育
成
、
森
林
土
木
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
ほ
か
、
令
和
６
年
度

の
生
産
販
売
事
業
の
概
要
（
製
品
販
売
量
、
立

木
販
売
量
、
シ
ス
テ
ム
販
売
量
、
委
託
販
売
量
）

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
香
川
県

森
林
・
林
業
政
策
課
か
ら
は
、
県
産
木
材
の
供

給
と
利
用
促
進
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
県
産

認
証
木
材
供
給
促
進
事
業
、
香
川
県
産
木
材
住

宅
助
成
事
業
、
木
と
ふ
れ
あ
う
空
間
整
備
支
援

事
業
、
森
と
緑
の
採
点
開
催
事
業
等
の
事
業
の

説
明
が
あ
っ
た
。

各
県
の
参
加
者
か
ら
は
、
各
県
に
お
け
る
木

材
市
況
等
の
最
近
の
情
勢
が
発
表
さ
れ
、
有
意

義
な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
日
刊
木

材
の
末
岡
氏
か
ら
は
、
最
近
の
外
材
輸
入
の
動

き
、
と
く
に
米
材
製
材
の
国
内
生
産
の
動
向
、

米
材
か
ら
欧
州
材
へ
の
代
替
、
欧
州
材
の
海
上

輸
送
の
遅
れ
、
東
京
湾
木
材
埠
頭
の
在
庫
の
状

況
、
製
材
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
、
輸
入
と
国
内

の
運
送
費
の
上
昇
、
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
、

住
宅
価
格
の
上
昇
、
住
宅
需
要
の
変
化
等
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
全
市
連
柱
本
専

務
は
、
全
市
連
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
予

算
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
、
令
和

６
年
度
税
制
改
正
（
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除

の
延
長
等
）、
花
粉
症
発
生
源
対
策
、
木
材
価

格
調
査
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
、
木
材
輸
入
の

動
向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
全
市
連
近
畿
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

役
員
改
選
、
決
算
報
告
書
、
収
支
予
算
書
等

を
承
認

全
市
連
近
畿
支
部
（
支
部
長　

西
垣
泰
幸 
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西
垣
林
業
（
株
）
会
長
）
は
、
４
月
22
日
、
グ

ラ
ン
ド
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
奈
良
橿
原
（
奈
良
県
橿

原
市
）
に
お
い
て
、
２
０
２
４
年
度
の
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

定
期
総
会
に
は
、
近
畿
地
区
の
全
市
連
会
員

の
ほ
か
、
日
刊
木
材
新
聞
社
大
阪
支
社 

末
岡

隆
文
氏
、（
株
）
林
経
新
聞
社 

渡
邉
健
取
締
役

編
集
企
画
担
当
、
東
洋
木
材
新
聞
社 

島
崎
公

一
社
主
当
20
名
が
出
席
し
、
当
連
盟
か
ら
は
柱

本
修
専
務
が
出
席
し
た
。

西
垣
会
長
は
開
会
挨
拶
に
お
い
て
５
月
の
全

市
連
定
期
総
会
に
て
近
畿
支
部
長
を
退
任
す
る

旨
表
明
し
、
長
い
間
皆
様
に
お
力
添
え
頂
い
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
、
木
材
市
場
は
こ
れ

か
ら
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
新
た
な
需
要
を
開

拓
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
２
０
２
３
年
度
近
畿

支
部
決
算
報
告
書
及
２
０
２
４
年
度
収
支
予
算

等
が
起
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
22
年
に
わ
た
り
近
畿
支
部

長
を
務
め
た
西
垣
泰
幸
氏
が
退
任
し
、
菅
生
康

清
氏
（
桜
井
木
材
（
協
）
理
事
長
）
が
近
畿
支

部
長
に
就
任
す
る
案
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
令

和
７
年
の
全
市
連
定
期
総
会
を
大
阪
で
開
催
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
全
市
連
に
提
案
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

情
報
交
換
で
は
、
日
刊
木
材
新
聞
社
の
末
岡

氏
か
ら
、
各
地
域
の
市
況
と
荷
動
き
、
価
格
動

向
、
物
流
２
０
２
４
年
問
題
と
輸
送
費
の
見
通

し
、
外
材
輸
入
の
見
通
し
、
今
後
の
需
給
の
見

通
し
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
全

市
連
柱
本
専
務
は
、
全
市
連
の
令
和
６
年
度
事

業
計
画
・
予
算
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
（
軽
油
引
取
税

の
課
税
免
除
の
延
長
等
）、
花
粉
症
発
生
源
対

策
、
木
材
価
格
調
査
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
、

木
材
輸
入
の
動
向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
市
況
や
対
応
状
況

等
に
つ
い
て
の
有
意
義
な
情
報
・
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

■
令
和
5
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
結
果

当
連
盟
は
、
東
京
都
文
京
区
の
林
友
ビ
ル
会

議
室
に
て「
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
委
員
会
」

を
開
催
し
た
。
委
員
会
に
は
岡
野
健
東
京
大
学

名
誉
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
講
師
が
出
席
し
、

今
年
２
月
に
東
京
会
場
と
大
阪
会
場
で
開
催
し

た
「
令
和
５
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
」
の
受
講
者
に
つ
い
て
試
験
結
果
等
を
も

と
に
資
格
認
定
審
査
を
行
い
、
合
格
者
74
名
を

決
定
し
た
。
合
格
者
の
氏
名
は
全
市
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。
合
格
者
は
、
以
下

の
と
お
り
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）。

東
友
夢
（
奈
良
県
）、
天
橋
崇
（
兵
庫
県
）、

網
野
勇
太
（
東
京
都
）、荒
川
未
帆
（
大
分
県
）、

石
橋
和
明
（
高
知
県
）、上
野
和
真
（
長
野
県
）、

林
祥
平
（
和
歌
山
県
）、
林
宗
汰
（
長
野
県
）、

原
田
竜
也
（
大
阪
府
）、東
野
政
美
（
三
重
県
）、

樋
上
雅
一（
大
阪
府
）、逸
見　

和
之（
岐
阜
県
）、

堀
内
嘉
久
（
奈
良
県
）、三
木
久
広
（
香
川
県
）、

見
舘
雅
寿
（
東
京
都
）
三
橋
真
一
（
千
葉
県
）、

三
笘
洋
平
（
岡
山
県
）、三
宅
伸
拓
（
岡
山
県
）、

三
渡
寛
士
（
岡
山
県
）、
森
三
貴
（
奈
良
県
）、

森
川
恵
美
子
（
千
葉
県
）、山
岡
豊
（
奈
良
県
）、

山
口
晃
（
茨
城
県
）、
山
口
翔
海
（
愛
知
県
）、

山
下
七
海
（
奈
良
県
）、大
和
蒼
平
（
大
分
県
）、

餘
家
慎
二
（
愛
媛
県
）、横
山
芳
典
（
岡
山
県
）、

義
煎
恵
美
（
福
島
県
）、吉
田
浩
之
（
兵
庫
県
）、

吉
橋
秀
典
（
岐
阜
県
）、渡
邉
大
樹
（
神
奈
川
県
）

■
政
府
が
建
築
物
に
お
け
る
木

材
利
用
の
状
況
を
公
表

農
林
水
産
省
は
３
月
26
日
、
木
材
利
用
促
進

本
部
（
本
部
長
：
農
林
水
産
大
臣
）
に
お
い
て

「
令
和
５
年
度
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
向
け
た
措
置
の
実
施
状
況
の
取
り
ま

と
め
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
報
告
は
令
和
３
年

10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
木

材
利
用
促
進
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
い
て
公

表
さ
れ
る
も
の
。
概
要
は
次
の
通
り
。

○
建
築
物
一
般
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
向
け
た
取
組

令
和
５
年
の
木
造
建
築
物
の
床
面
積
ベ
ー
ス

の
着
工
状
況
は
、
３
階
建
て
以
下
の
低
層
住
宅

の
木
造
率
は
８
２
・
６
％
、
低
層
非
住
宅
建
築

物
の
木
造
率
は
１
４
・
７
％
、
中
高
層
建
築
物

の
木
造
率
は
住
宅
・
非
住
宅
と
も
に
０
・
１
％

以
下
で
あ
っ
た
。
中
高
層
建
築
物
の
木
造
率
は

低
位
で
あ
る
が
、
中
高
層
木
造
建
築
物
の
床
面

積
は
約
４
６
、０
０
０
㎥
と
前
年
よ
り
ほ
ぼ
倍

後
田
凌
佳
（
東
京
都
）、江
川
修
平
（
岐
阜
県
）、

大
島
和
之
（
岐
阜
県
）、
岡
部
元
（
愛
媛
県
）、

金
子
勉
（
新
潟
県
）、
神
谷
圭
（
千
葉
県
）、
川

池
寿
人
（
岡
山
県
）、
北
村
尚
己
（
福
岡
県
）、

藏
留
佑
介
（
宮
崎
県
）、栗
本
和
弥
（
愛
知
県
）、

小
林
昭
文（
岡
山
県
）、酒
井
森（
秋
田
県
）、佐
々

木
達
也
（
東
京
都
）、佐
々
木
哲
夫
（
東
京
都
）、

佐
々
木
茉
奈（
奈
良
県
）、佐
藤
康
平（
愛
知
県
）、

猿
田
結
菜
（
東
京
都
）、汐
月
泰
雅
（
大
分
県
）、

軸
丸
巧
理（
大
分
県
）、下
浅
幸
生（
神
奈
川
県
）、

菅
原
慎
（
千
葉
県
）、
杉
前
司
（
大
阪
府
）、
鈴

木
美
羽
（
東
京
都
）、
鈴
木
裕
樹
（
山
形
県
）、

芹
野
勇
歩
（
岐
阜
県
）、高
岡
良
行
（
東
京
都
）、

髙
橋
英
行
（
奈
良
県
）、
田
中
全
（
福
岡
県
）、

谷
口
真
輝
（
大
阪
府
）、
田
村
進
（
群
馬
県
）、

都
藤
元
彦
（
兵
庫
県
）、德
永
啓
悟
（
京
都
府
）、

都
橋
正
幸
（
群
馬
県
）、
内
木
靖
（
岐
阜
県
）、

中
嶋
大
祐（
東
京
都
）、中
村
広
貴（
神
奈
川
県
）、

野
口
僚
（
兵
庫
県
）、
蓜
島
英
（
千
葉
県
）、
橋

和
田
昂
輝
（
京
都
府
）、長
谷
川
守
（
岡
山
県
）、

馬
場
寛
太
（
奈
良
県
）、
林
慈
久
（
岐
阜
県
）、

近畿支部定期総会

木アド養成講習会の様子
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増
し
て
お
り
、
過
去
10
年
間
増
加
傾
向
で
推
移

し
て
い
る
。
一
方
、
非
住
宅
建
築
物
全
体
で
み

た
木
造
率
は
昨
年
は
８
・
６
％
と
な
り
近
年
横

ば
い
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
に
つ
い

て
、令
和
６
年
３
月
15
日
時
点
で
国
で
は
16
件
、

地
方
公
共
団
体
で
は
１
０
９
件
の
協
定
が
締
結

さ
れ
て
お
り
、
令
和
５
年
に
計
６
５
、８
８
４

㎥
の
木
材
が
使
用
さ
れ
ま
た
。

○
国
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
目
標
の
達
成
状
況

令
和
５
年
度
に
国
が
整
備
し
た
公
共
建
築
物

の
う
ち
、
積
極
的
に
木
造
化
を
促
進
す
る
と
さ

れ
た
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
、
木
造
化
さ
れ
た

公
共
建
築
物
は
91
棟
（
前
年
比
16
棟
増
）
と
な

り
、
林
野
庁
・
国
土
交
通
省
の
合
同
検
証
チ
ー

ム
に
よ
る
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
木
造
化
率
は

１
０
０
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
内
装
等
の
木
質
化

を
行
っ
た
公
共
建
築
物
も
１
９
４
棟
（
前
年
比

17
棟
増
）
と
な
っ
た
。
木
造
化
・
木
質
化
で
使

用
さ
れ
た
木
材
は
５
、８
２
９
㎥
、
う
ち
国
産

材
は
３
、９
８
９
㎥
で
あ
っ
た
。

○
公
共
建
築
物
の
木
造
率
の
試
算

林
野
庁
で
は
、
平
成
22
年
に
「
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
公
共
建
築
物
の
木

造
化
の
進
捗
状
況
を
捉
え
る
た
め
、
年
度
毎
の

公
共
建
築
物
の
木
造
率
（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
を

国
土
交
通
省
の
建
築
着
工
統
計
調
査
を
用
い
て

試
算
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
度
に
着
工
さ
れ

た
公
共
建
築
物
の
木
造
率
は
、
公
共
建
築
物
全

体
で
は
、
１
３
・
５
％
（
令
和
３
年
度
１
３
・

２
％
）、
建
築
主
別
の
木
造
率
を
見
る
と
、
国

が
２
・
７ 

％
（
同
２
・
２
％
）、
都
道
府
県
が

４
・
５
％
（
同
４
・
３
％
）、
市
町
村
が
７
・

１
％
（
同
７
・
２
％
）、
民
間
と
個
人
１
８
・

７
％
（
同
２
０
・
０
％
）
と
な
っ
た
。（
注
：

民
間
と
は
、
民
間
事
業
者
が
建
築
す
る
教
育
施

設
、
医
療
、
福
祉
施
設
等
の
建
築
物
を
い
う
。）

低
層
（
３
階
建
て
以
下
）
の
公
共
建
築
物
で

は
、
木
造
率
が
２
９
・
２
％
（
令
和
３
年
度
２

９
・
４
％
）
と
な
り
、
概
ね
前
年
度
と
同
水
準

と
な
っ
た
。
建
築
主
別
の
木
造
率
を
み
る
と
、

国
が
８
・
２
％
（
同
１
２
・
８
％
）
と
減
少
し
、

都
道
府
県
が
１
０
・
９
％
（
同
１
０
・
８
％
）、

市
町
村
が
１
５
・
２
％
（
同
１
５
・
９
％
）、

民
間
と
個
人
が
３
６
・
６
％（
同
３
６
・
５
％
）

と
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
木
造
率
を
み
る
と
、
公
共
建

築
物
全
体
で
は
青
森
県
が
４
３
・
６
％
で
最
も

高
く
、
次
い
で
秋
田
県
が
４
１
・
３
％
、
山
梨

県
が
３
３
・
０
と
高
く
、
低
層
の
公
共
建
築
物

で
は
、
宮
城
県
が
６
２
・
０
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
岐
阜
県
が
５
５
・
１
％
、
青
森
県
が
５

１
・
９
％
で
あ
っ
た
。

■
製
材
・
集
成
材
の
輸
入
量

２
０
２
３
年
の
製
材
輸
入
量
は
、
国
内
の
住

宅
着
工
戸
数
の
減
少
等
か
ら
総
量
が
３
、３
３

４
千
㎥
（
前
年
比
３
２
％
）
と
大
幅
に
減
少
し

た
。
地
域
別
に
は
、欧
州
か
ら
の
輸
入
量
が
１
、

６
６
８
千
㎥
（
前
年
比
３
６
％
減
）、
米
国
か

ら
の
輸
入
量
が
８
７
２
千
㎥
（
前
年
比
１
９
％

減
）、ロ
シ
ア
４
８
０
千
㎥（
前
年
比
４
０
％
減
）

で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
製
材
輸
入
量
は
２
０

２
１
年
末
か
ら
２
０
２
２
年
の
夏
こ
ろ
ま
で
増

加
し
た
た
が
、
そ
の
後
急
激
に
減
少
し
、
２
０

２
３
年
は
増
減
を
繰
り
返
し
、
２
０
２
４
年
１

月
～
２
月
の
累
計
は
２
８
１
千
㎥
（
前
年
同
期

比
９
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
米
材
製
材
の
輸

入
量
は
、
２
０
２
２
年
後
半
ら
２
０
２
３
年
前

半
ま
で
減
少
し
た
が
そ
の
後
増
加
し
、
２
０
２

４
年
１
月
～
２
月
の
累
計
は
１
６
１
千
㎥
（
前

年
同
期
比
３
２
％
）
と
な
っ
た
。

２
０
２
３
年
は
集
成
材
の
輸
入
量
も
総
量
が

６
５
０
千
㎥
（
前
年
比
３
７
％
減
）
と
大
幅
に

減
少
し
た
。
こ
の
大
半
を
占
め
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

輸
入
量
は
５
０
２
千
㎥
（
対
前
年
比
３
９
％
）

で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
の
２
０
２
４
年

１
月
～
２
月
の
累
計
は
80
千
㎥
（
前
年
同
期
比

８
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
展
：
財
務
省
貿
易
統
計
、
林
野
庁
：
木

材
輸
入
実
績
）

■
木
材
製
品
の
価
格

製
材
品
等
の
近
年
の
価
格
の
推
移
を
全
国
平

均
で
次
に
示
す
。（
出
典
：
農
林
水
産
省
木
材

統
計
調
査
）

製材・集成材の輸入量

着工した非住宅建築物の構造別の床面積と木造率の推移 着工した中高層木造建築物の床面積の推移
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○
製
材
品
価
格
の
推
移

ス
ギ
製
材
品
価
格
（
ス
ギ
正
角
、
乾
燥
材
、

10
・
５
角
、
３
ｍ
、
２
級
）
は
２
０
２
１
年
秋

か
ら
低
下
し
続
け
、
２
０
２
３
年
夏
ご
ろ
か
ら

は
８
万
８
千
円
台
／
㎥
（
全
国
平
均
）
で
横
ば

い
と
な
っ
た
。
ヒ
ノ
キ
製
材
品（
ひ
の
き
小
角
、

乾
燥
材
、
10
・
５
角
、
３
ｍ
、
２
級
）
も
同
様

に
２
０
２
２
年
の
夏
か
ら
低
下
し
続
け
、
10
万

５
千
円
台
か
ら
10
万
８
千
円
台
／
㎥
で
推
移
し

て
い
る
。
２
０
２
４
年
３
月
現
在
、
ス
ギ
ヒ
ノ

キ
と
も
に
２
０
２
１
年
３
月
以
前
の
長
期
的
な

価
格
に
比
べ
る
と
高
値
を
維
持
し
て
い
る
。

○
間
柱
価
格

ス
ギ
と
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
の
間
柱
価
格
（
乾

燥
材
）
は
、
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
３
年
に

か
け
て
価
格
が
低
下
し
た
後
、
２
０
２
３
年
夏

ご
ろ
か
ら
は
と
も
に
横
ば
い
状
態
を
続
け
て
い

た
が
、
２
０
２
４
年
３
月
に
は
ス
ギ
間
柱
が
８

万
５
千
円
台
／
㎥
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
間
柱
が

９
万
２
千
円
台
／
㎥
と
な
っ
た
。

○
集
成
管
柱
価
格
（
工
場
出
荷
価
格
）

ス
ギ
と
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
の
集
成
管
柱
価
格

は
、
２
０
２
２
年
の
夏
に
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
集

成
管
柱
の
価
格
が
５
、０
０
０
円
／
本
か
ら
急

激
に
下
が
り
、
ス
ギ
集
成
管
柱
の
価
格
も
下

が
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
は
と
も
に

横
ば
い
状
態
と
な
り
、２
０
２
４
年
３
月
は
２
、

７
０
０
円
／
本
と
な
っ
て
い
る
。

○
合
板
用
と
チ
ッ
プ
用
の
素
材
価
格

合
板
用
ス
ギ
素
材
（
丸
太
）
の
価
格
（
工
場

着
価
格
）は
２
０
２
２
年
夏
こ
ろ
か
ら
低
下
し
、

２
０
２
４
年
３
月
に
は
１
３
、９
０
０
円
／
㎥

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
チ
ッ
プ
用
素
材
（
丸

太
）
の
価
格
（
工
場
着
価
格
）
は
、
全
国
的
に

増
加
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
需
要
と
の
競
合
か

ら
上
昇
し
、
２
０
２
１
年
当
初
の
６
、５
０
０

円
台
か
ら
２
０
２
４
年
３
月
に
は
７
、７
０
０

円
／
㎥
に
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

今
年
の
大
型
連
休
は
前
半
と
後
半

に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
が
振
替
休
日

も
あ
る
の
で
よ
し
と
し
よ
う
。
み
ど

り
の
日
に
は
自
然
に
親
し
む
と
と
も

に
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
豊
か
な
心

を
育
む
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
緑
色

に
は
自
然
や
新
鮮
さ
の
ほ
か
平
和
や

安
全
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
緑
は
身
近
な

自
然
の
色
だ
が
色
を
表
す
語
と
し
て
普
及
し
た

歴
史
は
比
較
的
新
し
い
。
古
代
の
日
本
で
は

赤
・
青
・
白
・
黒
の
4
色
の
分
類
が
あ
り
、
緑

色
の
も
の
は
青
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
今
で
も
青

葉
、
青
竹
、
青
の
り
な
ど
の
語
が
あ
る
。
万
葉

集
に
も
緑
は
登
場
す
る
が
こ
の
時
代
は
色
名
と

い
う
よ
り
も
草
木
の
新
芽
や
瑞
々
し
い
も
の
を

さ
す
語
で
あ
っ
た
。
布
を
染
め
る
緑
色
の
染
料

が
簡
単
に
作
れ
な
か
っ
た
た
め
色
を
表
す
語
と

し
て
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
緑
が
色
と
し
て
普
及
す
る
の
は
平
安
時
代

末
期
以
降
と
い
わ
れ
る
。
○
緑
色
は
欧
米
で
は

毒
、
怪
物
、
嫉
妬
な
ど
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

が
な
か
っ
た
。
米
国
の
ホ
ラ
ー
映
画
で
顔
が
緑

色
の
怪
物
や
緑
の
血
液
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

自
然
の
緑
の
美
し
さ
は
認
識
さ
れ
て
い
て
も
色

と
し
て
は
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
よ
う

だ
。
昔
の
緑
色
の
顔
料
に
有
毒
な
ヒ
素
が
含
ま

れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
○
緑
を
見
る
と
目

に
優
し
い
と
言
わ
れ
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

自
然
の
光
の
中
で
波
長
が
短
い
光
は
青
色
、
波

長
の
長
い
光
は
赤
色
に
見
え
る
。
中
間
の
長
さ

の
波
長
の
光
は
人
の
目
に
刺
激
が
少
な
く
負
担

が
か
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
お
り
こ
れ
が
緑

色
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
長
時
間
使

う
時
代
で
あ
る
。
眼
精
疲
労
回
復
の
た
め
遠
く

の
新
緑
を
見
る
よ
う
に
し
た
い
。
日
本
の
四
季

の
自
然
の
美
し
さ
改
め
て
感
じ
る
季
節
で
あ
る
。

雑 記 帳

製材価格

合板用とチップ用の素材価格

間柱価格集成管柱価格


